
ン
ト
手
続
」
を
行
い
、
１
月
　
日
に

17

第
１
次
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ご
み
減
量
還
元
制
度
　
指
定
ご
み

袋
引
換
券
の
残
券
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
交
換
す
る
制
度
で
す
。
実

施
か
ら
　
年
が
経
過
し
、
減
量
へ
の

17

動
機
づ
け
と
い
う
制
度
の
目
的
は
果

た
し
て
お
り
、制
度
を
廃
止
し
て
も
、

市
民
の
ご
み
減
量
へ
の
努
力
が
期
待

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、　
年
度
で

25

廃
止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

◆
持
込
み
ご
み
処
理
手
数
料
の
無
料

区
分
の
見
直
し
　
無
料
区
分
の
持
込

車
両
台
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
効
果
と
無
料
区
分
の
廃
止

の
影
響
と
の
関
係
を
慎
重
に
検
証
す

る
必
要
や
、
持
込
み
ご
み
処
理
手
数

料
全
体
の
改
定
と
の
整
合
性
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、　
年
度
当

26

初
の
手
数
料
改
正
は
見
送
り
、「
事
業

系
ご
み
の
受
入
れ
指
導
強
化
策
」
の

中
で
審
議
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

◆
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
枚
数
の
見

直
し
　
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
地
区

代
表
者
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
無

料
交
換
枚
数
の
実
績
な
ど
か
ら
、　
・
26

　
年
度
は
　
枚
削
減
の
　
枚
と
し
、

27

10

120

　
年
度
以
降
は
、
減
量
対
策
の
進
み

28具
合
を
見
な
が
ら
順
次
、
削
減
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
員
数
別
配
布
枚
数
で

は
、
８
人
以
上
の
多
人
数
世
帯
は
個

々
の
世
帯
の
ご
み
減
量
の
努
力
に
も

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、　
年
度
以

26

降
も
無
料
配
布
枚
数
を
維
持
ま
た
は

増
量
し
、今
後
の
配
布
枚
数
の
見
直
し

に
合
わ
せ
て
見
直
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
紙
お
む
つ
対
策
で
は
、
今
後
も
増

加
傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

当
面
は
現
行
の
対
策
で
対
応
可
能
な

こ
と
か
ら
、
現
行
対
策
を
維
持
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
答
申
内
容
の
実
施
に
向

け
、
必
要
な
規
則
改
正
な
ど
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課
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’１４

２

か
ら
　
年
１
月
６
日
ま
で
、

26

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

出口会長（右）から根本市長に答出口会長（右）から根本市長に答申申

　
市
で
は
、
新
清
掃
工
場
建
設
候
補

地
選
定
審
議
会
で
意
見
集
約
し
た
結

果
を
受
け
、
平
成
　
年
３
月
に
新
た

24

な
「
野
田
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画（
ご
み
編
）」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
で
は
、
１
人
１
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
を
、　
年
度
の
　

22

639

グ
ラ
ム
を
基
準
に
、　
年
度
ま
で
に

33

３
割
削
減
の
　
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と

447

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
達
成
に
は
、
計
画
の
進
行
管

理
を
迅
速
・
適
正
に
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
募
委
員
３
人
を
含

む
　
人
の
委
員
に
よ
る
「
野
田
市
廃

30
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」（
出
口
浩

会
長
）
を
設
置
し
、
全
体
の
進
行
管

理
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

　
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
審

10

24

議
会
で
、
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
４
つ

の
重
点
施
策
（
排
出
抑
制
、
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
ご
み
処

理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
拡
充
、
環
境

保
全
意
識
の
普
及
啓
発
）
の
具
体
的

な
実
施
方
法
や
実
施
時
期
な
ど
を
諮

問
し
ま
し
た
。

１
月
　
日
に
第
１
次
答
申

１７

　
市
で
は
、
諮
問
事
項
の
う
ち
３
項

目
を
早
急
に
審
議
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
、　
月
　
日
の
第
３
回
審
議

11

22

会
で
第
１
次
答
申
素
案
と
し
て
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
答
申

内
容
は
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
も
ら
た
す
こ
と
か
ら
、　
月
２
日

12

野
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

野
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会会

指指
定定

ご
み
袋
無
料
配
布
枚

ご
み
袋
無
料
配
布
枚
数数
のの

　
　
　
　
　見
直
し

見
直
し
なな

どど

３
項
目

３
項
目
をを
答
申
答
申

　
市
で
は
、
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
を
、
平
成

　
年
度
の
　
グ
ラ
ム
を
基
準
に
、　
年
度
ま
で
に
３
割
削

22

639

33

減
の
　
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か

447

ら
、「
野
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」（
出
口
浩
会

長
）
を
設
置
し
、
ご
み
減
量
の
実
施
方
法
な
ど
を
諮
問
し

ま
し
た
。
審
議
会
で
慎
重
な
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
１

月
　
日
に
、
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布
枚
数
の
見
直
し
な

17
ど
、
３
項
目
の
第
１
次
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



比
　
件
増
の
２
千
　
件
と
な
り
、
大

81

154

幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
自
動
車
盗
が
　
件
増
の
　

51

172

件
、車
上
ね
ら
い
が
　
件
増
の
　
件
、

28

196

空
き
巣
が
　
件
増
の
　
件
、
忍
び
込

40

112

み
が
　
件
増
の
　
件
と
な
り
、
窃
盗

33

98

犯
に
よ
る
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
防
犯
組
合
や
警

察
と
連
携
し
、
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
が
、
今
一
度
、
皆
さ
ん
の

身
の
回
り
の
防
犯
対
策
を
見
直
し
て

く
だ
さ
い
。

自
動
車
盗
の
８
割
は
 

施
錠
し
た
駐
車
中
に

　
昨
年
、
自
動
車
盗
は
、
千
葉
県
が

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
り
、
野

田
市
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
６
位
で
し
た
。

　
被
害
車
両
の
約
８
割
は
、
施
錠
を

し
て
駐
車
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
狙
わ
れ
る
の

は
高
級
車
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
油
断

せ
ず
、
警
報
装
置
や
バ
ー
式
ハ
ン
ド

ル
ロ
ッ
ク
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
防

犯
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
短
時
間
の
駐
車
で
も
、
車

か
ら
離
れ
る
と
き
は
窓
を
閉
め
、
必

ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
の
駐
車
場
に
は
人
感
セ
ン
サ

ー
な
ど
を
備
え
た
照
明
を
設
置
し
、

月
 極
 め
駐
車
場
に
止
め
る
と
き
は
、

ぎ
周
囲
か
ら
の
見
通
し
が
良
く
、
夜
間

で
も
明
る
い
、
管
理
の
行
き
届
い
た

駐
車
場
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
と
地
域
の
力
で
 

空
き
巣
被
害
の
防
止
を

　
空
き
巣
や
忍
び
込
み
の
侵
入
手
口

は
、約
５
割
が
窓
の
ガ
ラ
ス
破
り
で
、

窓
の
カ
ギ
周
辺
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

各
地
区
で
定
期
的
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
平
成
　14

許

年
の
３
千
　
件
を
ピ
ー
ク
に
　
年
連

535

10

続
で
減
少
し
、　
年
に
は
約
４
割
減

24

の
２
千
　
件
と
な
り
ま
し
た
。

73

　
し
か
し
、　
年
は
一
転
し
て
前
年

25

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で

　
　
使
用
料
な
ど
の
料
金
を
変
更

昨
年
の
市
内
の
犯
罪
発
生
件
数

自
動
車
盗
や
空
き
巣
な

ど
が
大
幅
増

　
　
　
今
一
度
防
犯
対
策
の
見
直
し
を

４月１日～

侵
入
し
ま
す
。
補
助
錠
や
防
犯
フ
イ

ル
ム
、
面
格
子
な
ど
を
使
っ
て
、
侵

入
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
防
犯
に
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
が
お
互
い
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な
ど
、
住
民
に

連
帯
感
が
あ
る
地
域
は
、
犯
罪
の
発

生
が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
犯

罪
者
は
、
声
か
け
や
、
顔
を
見
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
の
で
、
声
か
け

運
動
や
、
数
人
で
の
散
歩
を
兼
ね
た

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
の
力
で
被

害
防
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
平
成
　
年
ま
で
　
年
連
続

24

10

で
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
前
年
比
　
件
増
の
２

81

千
　
件
発
生
し
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
自
動
車

154
盗
や
車
上
ね
ら
い
、
空
き
巣
、
忍
び
込
み
と
い
っ
た
窃
盗

に
よ
る
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
野
田
市
防

犯
組
合
や
警
察
と
連
携
し
、
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
一
度
、
防
犯
対
策
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
消
費
税（
地
方
消
費
税
を
含
む
）が

４
月
１
日
か
ら
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
消
費
税
が
転

嫁
さ
れ
て
い
る
市
の
使
用
料
や
手
数

料
な
ど
の
料
金
を
同
日
付
け
で
変
更

し
ま
す
。

　
料
金
の
算
出
方
法
や
変
更
の
対
象

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
内
税
方
式
】
現
行
料
金
に
　
分
の

100

　
を
除
し
て
算
出
し
た
額
に
　
分
の

105

100

　
を
乗
じ
て
得
た
額
（
　
円
未
満
切

108

10

り
捨
て
※
給
食
費
は
　
円
未
満
）
＝
公

１００

民
館
使
用
料
、野
田
公
民
館
小
ホ
ー
ル
等
利

用
料
金
、野
田
公
民
館
小
ホ
ー
ル
附
属
設
備

利
用
料
金
、
文
化
会
館
基
本
使
用
料
、
文

化
会
館
附
属
設
備
使
用
料
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
利
用
料
金
、
市
民
会
館
利
用
料
金
、

中
根
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
基
本
使
用
料
、

関
宿
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
基
本

使
用
料
、
東
葛
飾
地
域
農
林
業
セ
ン
タ
ー

使
用
料
、
総
合
公
園
施
設
利
用
料
金
、
関

宿
総
合
公
園
施
設
利
用
料
金
、
福
田
運
動

場
使
用
料
、
福
田
体
育
館
使
用
料
、
川
間

体
育
館
使
用
料
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
北
広
場

使
用
料
、
岩
名
調
整
池
庭
球
場
使
用
料
、

市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
、
火
葬
料
（
小

　
南
部
工
業
団
地
内
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
周
辺
の
健
康
被
害
に

つ
い
て
は
、「
有
限
会
社
柏
廃
材
処

理
セ
ン
タ
ー
被
害
者
の
会
」が
市
の

支
援
で
弁
護
団
を
結
成
し
、
国
の

公
害
等
調
整
委
員
会
に
健
康
被
害

の
原
因
が
当
該
施
設
に
よ
る
大
気

汚
染
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
る

よ
う
原
因
裁
定
の
申
請
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
１
月
か
ら

25

２
月
に
か
け
て
市
が
実
施
し
た
健

康
被
害
調
査
の
結
果
を
弁
護
団
が

同
委
員
会
に
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、

同
委
員
会
の
審
問
状
況
と
市
の
取

り
組
み
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
２
月
　
日
木
　

20

13

時
　
分
か
ら
・
中
央
公
民
館
講
堂

30
【
申
込
み
】
当
日
会
場
受
付

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
周
辺
の
大
気
汚
染

　健
康
被
害
調
査
結
果
や

　
　
　
　
　
　
市
の
取
り
組
み
の
説
明
会



運
搬
、
処
分
す
る
も
の（
粗
大
ご
み
、動
物

の
死
体
）、市
の
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
も

の
）、産
業
廃
棄
物
処
理
手
数
料
、堆
肥
セ
ン

タ
ー
利
用
料
金
、
放
置
自
転
車
等
移
送
料

【
問
合
せ
】
各
施
設
か
行
政
管
理
課

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
「
コ
ウ
く
ん
」

「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
生
ま
れ
た

幼
鳥
２
羽
の
愛
称
は
、
オ
ス
が

「
つ
ば
さ
」
に
、
メ
ス
が
「
サ
ク

ラ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

距

動
物
）、
式
場
等
使
用
料
、
自
転
車
等
駐
車

場
使
用
料
、長
期
優
良
住
宅
申
請
手
数
料
、

低
炭
素
建
築
物
申
請
手
数
料
、
放
置
自
転

車
等
売
払
い
（
外
税
方
式
も
あ
り
）、
給
食

費
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
利
用
者
負
担
金
、
総
合
計
画
書
、

市
勢
要
覧
、
合
併
記
録
誌
、
市
制
　
周
年

４０

記
念
写
真
集
、市
内
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、市
史

刊
行
物
、
図
書
館
刊
行
物
、
都
市
計
画
図

【
外
税
方
式
】
数
量
に
よ
り
算
出
し

た
額
に
　
分
の
　
を
乗
じ
て
得
た
額

100

108

（
　
円
未
満
切
り
捨
て
※
水
道
料
金

10

や
下
水
道
使
用
料
、
都
市
公
園
使
用
料

は
１
円
未
満
）
＝
水
道
料
金
、
給
水
申

込
納
付
金
、
下
水
道
使
用
料
、
道
路
占
用

料
、
都
市
公
園
使
用
料
、
都
市
公
園
占
用

料
、一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料（
市
が
収
集
、

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
還
元
率
の
改
善
な

ど
を
行
い
、
多
く
の
方
に
プ
レ
ー
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
を
運
営
す
る
財
団
法
人

野
田
市
開
発
協
会
は
、
本
年
４
月
１

日
に
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
、
市

か
ら
独
立
し
安
定
し
た
経
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
収
益
面
で
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
消
費
税
増
分

を
料
金
に
転
嫁
す
る
と
と
も
に
、
将

来
的
に
安
定
し
た
経
営
を
実
現
す
る

た
め
、
表
の
と
お
り
季
節
料
金
を
導

入
し
ま
す
。

　
ま
た
、
け
や
き
コ
ー
ス
は
、
４
月

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

　
プ
レ
ー
料
金
の
一
部
引
き
上
げ
に

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

　
最
終
選
考
で
は
、
市
内
小
学
生

か
ら
自
主
的
に
１
票
ず
つ
投
票
し

て
い
た
だ
き
、
最
多
得
票
の
愛
称

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
今
月
下
旬
に
は
、
投
票
し
た
児

童
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
、
さ
ら

に
採
用
さ
れ
た
愛
称
に
投
票
し
た

小
学
生
３
千
　
人
に
は
、
別
の
記

77

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
の
と
り
の
里
の
観

察
棟
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
大
ケ
ー
ジ
で
飼
育
し
て
い
る

親
鳥
は
も
ち
ろ
ん
、
小
ケ
ー
ジ
に

い
る
た
め
観
察
室
か
ら
は
見
え
に

く
い
幼
鳥
２
羽
の
姿
も
併
せ
て
観

察
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課

小学生の投票で決小学生の投票で決定定

コ
ウ
ノ
ト
リ
２
世
の
愛

コ
ウ
ノ
ト
リ
２
世
の
愛
称称

「
つ
ば
さ

「
つ
ば
さ
」」とと

「
サ
ク
ラ

　
　「
サ
ク
ラ
」」にに
決
定
決
定

応募件数愛　称
１,１３２そらくん

オ
　
　
ス

１０１だんくん
１,９５１つばさ
４６９のぞみ君
３６６のんくん
１,２５７コウスケ
５５０ショウくん
１３３ダンくん
６３１フクくん
８２０太陽
６６８のんちゃん

メ
　
　
ス

８２８みどり
１,３０８ゆめちゃん
１,８８８サクラ
２２９ジュンちゃん
１９３セキちゃん
５４３ノダヒメ
３２０ノンちゃん
４００フクちゃん
１,０２５美月（みつき）

料
金
を
大
幅
に
引
き
下
げ
、
け
や
き

コ
ー
ス
も
平
日
料
金
の
引
き
下
げ
や

　
野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
で

は
、
昨
年
８
月
に
ひ
ば
り
コ
ー
ス
の

■最終選考集計結果

休日（土・日・祝日）
平日季節プレー

市外市民
８,１００円４,０００円４,０００円閑散期

レギュラー
８,６００円４,５００円４,５００円繁忙期
４,４００円２,４００円２,４００円閑散期

０.５Ｒ（ハーフプレー）
４,５００円２,６００円２,６００円繁忙期
２,１００円１,０００円１,０００円閑散期

０.５Ｒ追加プレー
２,３００円１,２００円１,２００円繁忙期

※閑散期＝１・２・７・８・９月
　繁忙期＝３・４・５・６・１０・１１・１２月

■けやきコースの平成２６年度プレー料金（乗用カート付、レギュラーのみ食事付）
休日（土・日・祝日）平日季節プレー
１０,５００円～１４,１００円９,１００円閑散期

レギュラー
１２,８００円～１６,４００円１０,４００円繁忙期

６,２００円４,１００円閑散期
０.５Ｒ（ハーフプレー）

６,４００円４,３００円繁忙期
２,５００円１,６００円閑散期

０.５Ｒ追加プレー
２,８００円１,８００円繁忙期

※閑散期＝１・２・７・８・９月
　繁忙期＝３・４・５・６・１０・１１・１２月

■ひばりコースの平成２６年度プレー料金（食事別、乗用カート付）

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
の

　
プ
レ
ー
料
金
を
４
月
に
改
定



鋸

電
話
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雑
損
控
除
の
確
定
申
告
は
市
主
催
の

相
談
会
で
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
の
で
柏

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
記
載
済

み
申
告
書
の
受
付
は
可
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　
 ｅ
  
イ

 Ｔ
ａ
ｘ
 （国
税
電
子
申
告
・
納

タ
ッ
ク
ス

税
シ
ス
テ
ム
…http://w

w
w
.e

 
       
 
 
  -  

tax.nta.go.j

            p  ）を
利
用
す
る
と
、自

宅
や
会
社
な
ど
か
ら
　
時
間（
メ
ン
テ

24

ナ
ン
ス
時
間
除
く
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
告
デ
ー
タ
を
直
接
国
税
庁
に

送
信
で
き
、受
信
通
知
や
審
査
結
果
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
に
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
の
電
子
証
明
書
付
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
と
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
が
必
要
で
、
利
用
者
識
別
番
号

や
暗
証
番
号
な
ど
の
初
期
登
録
な
ど
、

事
前
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、 ｅ
  
イ

 Ｔ
ａ
ｘ
 で
所
得
税
等

タ
ッ
ク
ス

の
確
定
申
告
を
す
る
際
に
必
要
と
な

る
電
子
証
明
書
付
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
発
行
は
、
市
民
課
窓
口
で
３

月
　
日
ま
で
の
火
・
木
曜
日
に
限
り

13
　
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

19

 －
 
ー

 －
 
ー

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書
作
成

　
 ｅ
  
イ

 Ｔ
ａ
ｘ
 が
利
用
で
き
な
い
場

タ
ッ
ク
ス

合
で
も
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w

        
 
 .

 nta.go.jp

         ）
を
利

用
し
て
確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
　
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的

400

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
　
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

20

は
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
不
要

 －
 
ー

で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
所
得

税
等
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
が

必
要
な
い
場
合
で
も
、
市
・
県
民
税

に
つ
い
て
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以

外
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
や
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

 税
理
士
に
よ
る
　
　
　
　
 

 無
料
申
告
相
談
会

　
税
理
士
会
で
は
、
５
面
の
日
程
表

の
と
お
り
、
確
定
申
告
書
の
無
料
申

告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
相
談
で
き
る
申
告
は
、　
年
分
の

25

み
で
、小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
等
、

年
金
受
給
者
と
給
与
所
得
者
の
所
得

税
等
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税（
以
下
、「
消
費
税
等
」と

い
う
）
で
す
。

　
な
お
、
株
式
・
土
地
・
建
物
な
ど

の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
や
、
相
続
税

や
贈
与
税
に
該
当
す
る
方
、
申
告
内

容
が
複
雑
な
方
は
、
無
料
申
告
相
談

会
で
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
柏

税
務
署
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
相
談
す
る
場

合
は
、
市
主
催
の
相
談
会
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類
　

○
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

の
原
本

○
報
酬
な
ど
の
支
払
調
書
の
原
本

○
生
命
保
険
料
、
地
震
（
損
害
）
保

険
料
の
控
除
証
明
書
の
原
本

○
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の

社
会
保
険
料
の
支
払
額
の
分
か
る
も

の
（
　
年
中
に
納
付
し
た
分
）

25

○
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

（
添
付
が
必
要
）
か
、
領
収
証
書
の

原
本

　
税
は
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
や
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
に
必
要
な
財
源

で
す
の
で
、
申
告
の
対
象
に
な
る
方

は
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
早
め
の
申
告
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
復
興
特
別
所
得
税
を
創
設

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
復
興

特
別
所
得
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
　
年
分
か
ら
　

25

49

年
分
ま
で
の
確
定
申
告
で
は
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以
下
、

「
所
得
税
等
」
と
い
う
）
と
し
て
、

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
・
県
民
税
も
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
施
策
の
た
め

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
、　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で

26

35

の
均
等
割
が
千
円
（
市
民
税
　
円
、

500

県
民
税
　
円
）
増
額
に
な
り
ま
す
。

500

◆
竜
巻
被
害
に
よ
る
雑
損
控
除

　
竜
巻
に
よ
る
損
害
の
雑
損
控
除
の

確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
り
災
証
明

な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
柏
税
務
署
に

○
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
方
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
分
か
る
書
類

○
医
療
費
の
領
収
書
の
原
本
（
合
計

金
額
は
事
前
に
計
算
を
し
て
く
だ
さ

い
）
と
保
険
金
な
ど
で
医
療
費
の
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
場
合
は
金

額
の
分
か
る
書
類

○
そ
の
ほ
か
収
入
金
額
や
必
要
経
費
、

控
除
金
額
の
分
か
る
書
類

○
還
付
金
の
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

○
印
鑑
、
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

の
支
払
額
が
領
収
書
の
紛
失
な
ど
で

不
明
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
国
保
年

金
課
、
介
護
保
険
料
は
高
齢
者
福
祉

課
（
い
ず
れ
も
関
宿
支
所
・
各
出
張

所
で
も
可
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
３
月
　
日
鞘

14

ま
で
設
置
し
て
い
る
日
本
年
金
機
構

の
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

５
７
０
 
　
 
　
へ
問
い
合
わ
せ
て

070

117

く
だ
さ
い
。

 所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
 

 柏
税
務
署
へ

　
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
の
提
出

と
納
付
は
、
２
月
　
日
鉦
か
ら
３
月

17

　
日
月
ま
で
で
す
。

17

－

－

確
定
申
告
は
２
月
　
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

17

17

  税
の
申
告
は

　
　
　
忘
れ
ず
お
早
目
に
 



漁

引
い
て
残
額
が
あ
る
方

◎
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
…
①
給
与
収
入
額

（
年
収
）が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
、

②
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て

給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
が
　
万
円
を
超
え
る
方
、
③
給
与

20

を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

主
で
な
い
給
与
の
収
入
額
と
給
与
・

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
が
　20

万
円
を
超
え
る
方
な
ど

　
確
定
申
告
期
間
終
了
間
際
は
税
務

署
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

◎
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
株
式
・

土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
な
ど
の
所

得
が
あ
る
場
合
で
、
各
種
所
得
の
合

計
額
か
ら
所
得
控
除
の
合
計
額
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
を
も
と
に
算
出

し
た
税
額
か
ら
配
当
控
除
額
を
差
し

◎
所
得
税
等
の
還
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
な
ど

【
会
場
】
柏
税
務
署

　
な
お
、
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、

４
月
中
旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
（
体
の
不
自
由
な
方
は
、
専

用
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
）

【
必
要
書
類
】
税
理
士
に
よ
る
無
料

申
告
相
談
会
と
同
じ

【
郵
送
に
よ
る
提
出
】
所
得
税
等
の

確
定
申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
直
接
、
〒
　
 
８
５
２
２
柏
市

277

あ
け
ぼ
の
２
丁
目
１
番
　
号
柏
税
務

30

署
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
控
え
が
必
要
な
方
は
、
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に

切
手
を
貼
り
、同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
月
　
日
と
３
月
２
日
の
日
は
受
付

２３

　
柏
税
務
署
で
は
土
・
日
曜
日
、祝
日

は
業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
２

月
　
日
と
３
月
２
日
の
日
曜
日
に
限

23
り
、
所
得
税
等
・
贈
与
税
・
消
費
税

等（
個
人
）申
告
書
の
①
用
紙
配
布
、

②
作
成
相
談
、③
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 市
・
県
民
税
の
申
告
は
　
 

 市
主
催
の
申
告
会
場
へ

　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
３
月

　
日
月
ま
で
に
上
表
の
日
程
で
実
施

17

－

す
る
、
市
主
催
の
申
告
書
作
成
相
談

会
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
月
　
日
と
３
月
２
日
の

23

日
曜
日
に
限
り
、中
央
公
民
館
で
相
談

会
を
行
い
ま
す
が
、
電
話
に
よ
る
問

い
合
わ
せ
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
各
会
場
の
地
図
は
６
面
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
ま
め
バ
ス

な
ど
の
公
共
交
通
手
段
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、
混
雑
状

況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な

る
方
】　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

◎
　
年
１
月
１
日
現
在
に
野
田
市
に

26
住
所
が
あ
る
方

◎
　
年
１
月
１
日
現
在
に
野
田
市
に

26
住
所
は
な
い
が
、
野
田
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る
方

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は

不
要
で
す
。

◎
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を
す
る
方

◎
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
市

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
方

◎
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
控
除
の
追

■市と税理士会の無料申告相談会日程
相談時間開  催  日会　　場主　催

９９:３０～１２:００
１３:００～１５:３０

２月３日月～５日水中央公民館
税理士会

２月６日木・７日金南コミュニティ会館

９９:００～１２:００
１３:００～１５:３０

２月１０日月中央コミュニティ会館
（欅のホール内）

野田市

２月１２日水南部梅郷公民館

２月１３日木福田公民館

２月１４日金北部公民館

２月１７日月～３月１７日月
（土・日を除く）
※２月２３日と３月２日の日は実
施します

中央公民館

２月１７日月～３月１７日月
（土・日を除く）

関宿コミュニティ会館
（いちいのホール内）

※混雑状況により早めに受付終了する場合があります
※各施設へは、８時３０分から入場できます
※駐車場の混雑緩和のため、なるべく他の交通手段をご利用ください

加
が
な
い
方

◎
　
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の

25
金
額
以
下
の
方

①
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
は
　
万
31

５
千
円

②
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
　
万
５

31

千
円
×
（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）
＋

　
万
９
千
円

18【
収
入
の
な
い
方
で
申
告
が
必
要
な

方
】
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
資
料
と
な

る
ほ
か
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
受
給
や
市
営
住
宅
入
居
申
請
の

際
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業
給
付

金
な
ど
の
非
課
税
所
得
だ
け
の
場
合

で
も
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

収
入
０
円
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
限
内
に
申
告
が
な
い
場

合
、
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
時

に
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
必
要
書
類
】
税
理
士
に
よ
る
無
料

申
告
相
談
会
と
同
じ
。
た
だ
し
、
振

込
口
座
の
分
か
る
も
の
は
不
要

【
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
】
相
談
会

場
で
の
相
談
は
例
年
大
変
混
雑
し
ま

す
。
申
告
書
を
作
成
で
き
る
方
は
ご

自
身
で
作
成
の
上
、
添
付
書
類
と
一

緒
に
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
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課
税
課
へ
郵
送
か
、
相
談
会
場
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

－

（
６
面
に
つ
づ
く
）



　
な
お
、
郵
送
で
提
出
さ
れ
る
場
合

に
控
え
が
必
要
な
方
は
、
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
貼
り
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
書
の
受
付

　
市
主
催
の
申
告
書
作
成
相
談
会
で

も
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書
（
平

成
　
年
分
の
み
）
の
相
談
を
受
け
付

25
け
ま
す
。

　
な
お
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
で
収
支
内
訳
書
や
決
算
書
な
ど
が

完
成
し
て
い
な
い
方
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）を

初
め
て
受
け
る
方
、
株
式
・
土
地
・

建
物
な
ど
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
や
雑

損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方
の
確
定

申
告
、
相
続
税
・
贈
与
税
・
消
費
税

等
の
申
告
書
作
成
相
談
は
出
来
ま
せ

ん
の
で
、
直
接
柏
税
務
署
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
記
載
済
み
の
確
定
申
告
書
は
、
1

月
　
日
木
か
ら
課
税
課
窓
口
や
市
主

30
催
の
申
告
書
作
成
相
談
会
場
で
お
預

か
り
し
ま
す
が
、
内
容
の
確
認
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
記
入
漏
れ
や
添
付

書
類
漏
れ
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館

の
窓
口
で
は
お
預
か
り
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
市
・
県
民
税
は
課
税
課

市
民
税
係
、
確
定
申
告
は
柏
税
務
署

☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

－

禦



３
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

31

　
な
お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

交
換
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
　
年
度
分
の
引
換
券
は
、
３
月
中
旬

２６
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
が
、
本
制
度
は
　２５

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
指
定
ご
み
袋
引
換
券
の
残
券
は
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
交
換
し

ま
す
。

　
交
換
は
引
換
券
１
枚
（
ご
み
袋

　
枚
分
）
に
つ
き
１
パ
ッ
ク
（
６

10ロ
ー
ル
入
り
）
で
、
ご
み
袋
　
枚
20

券
の
場
合
に
は
２
パ
ッ
ク
で
す
。

　
ま
た
、　
年
度
分
の
指
定
ご
み

25

袋
引
換
券
の
有
効
期
限
は
、　
年
26

※期間中は休みなく実施

日
　
程

２
月
1
日
土
～
２
月
　
日
金

14

２
月
　
日
土
～
３
月
２
日
日

15

３
月
３
日
月
～
３
月
　
日
月

１７

３
月
　
日
火
～
３
月
　
日
月

１８

３１

３
月
　
日
火
～
３
月
　
日
月

１８

３１

時
　
間

９
時
～
　
時
１７

場
　
所

欅
の
ホ
ー
ル

（
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

（
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

関
宿
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷
会
議
室

■交換の日程と場所

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

同
報
系

防
　
災
 
行
政
無
線
放
送
の
運
用
素
案
に

　
　
　
　
  　
 皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
昨
年
の
４
月
１
日
か
ら
災
害
時
の

情
報
伝
達
の
手
段
と
し
て
、
市
内
　212

か
所
に
設
置
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

で
一
斉
放
送
で
き
る
同
報
系
防
災
行

政
無
線
の
運
用
を
市
内
全
域
で
開
始

し
ま
し
た
。

　
災
害
情
報
の
ほ
か
、行
方
不
明
者
の

捜
索
依
頼
や
下
校
時
の
子
ど
も
の
見

守
り
の
お
願
い
、
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
、選
挙
啓
発
な

ど
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
運
用
開
始
当
初
か
ら
、
ス

ピ
ー
カ
ー
音
量
や
放
送
内
容
、

　
今
回
、
市
で
は
、
見
直
し
た
運
用

素
案
に
対
し
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
・
反
映
さ
せ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
素
案
は
、
市
民
生
活
課
窓
口
や
市

役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書

館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
提
出
方
法
は
、２
月
３
日
月
か
ら
３

月
４
日
火
ま
で
に
、所
定
の
用
紙（
任

意
様
式
可
）に
意
見
を
記
入
し
、直
接

持
参（
平
日
）か
、閲
覧
場
所
の
意
見

投
函
箱
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信

の
ほ
か
、フ
ァ
ク
ス（
思
７
１
２
３
 

１
７
３
７
）、郵
送（
最
終
日
の
消
印

有
効
）で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個

人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

－

放
送
時
間
帯
な
ど
に
、
多
く
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

市
で
は
、
必
要
な
情
報
を
、
必
要
最

小
限
の
範
囲
で
皆
さ
ん
に
放
送
す
る

こ
と
を
基
本
に
、
防
災
無
線
の
運
用

方
針
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
引
換
券
の
残
り
を

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に

ま
ち
づ
く
り
や
行
政
改
革
を

　
    審
議
す
る
委
員
を
公
募

　
市
で
は
、野
田
市
の
ま
ち
の
将
来
の

姿
を
決
め
る
都
市
計
画
や
行
政
改
革

へ
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
野
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の

女
性
委
員
１
人
と
野
田
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会
の
委
員
１
人
を
公
募
し

ま
す
。

【
募
集
案
内
】
各
担
当
課
窓
口
の
ほ

か
、
市
役
所
・
関
宿
支
所
の
行
政
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
南
・
北
・
中
央
の
各

出
張
所
で
配
布

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
応
募
資
格
】
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
（
都
市
計
画
審
議
会
は
女
性
の

み
）
＝
①
２
月
　
日
現
在
、　
歳
以

14

20

上
で
選
挙
権
を
有
し
、
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
て
い
る
、
②
公
募
に
よ

り
市
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
就
い
て
い
な
い
、
③
市
の
議
員
・

常
勤
職
員
で
な
い
、
④
平
日
の
会
議

に
参
加
で
き
る

【
応
募
方
法
】
申
込
書
に
左
表
の
テ

ー
マ
の
小
論
文（
　
字
程
度
）を
、
２

800

月
　
日
鞘
ま
で
の
消
印
有
効
で
各
担

14
当
課
に
郵
送
か
直
接
持
参
（
土
・
日
・

□祝 
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち
ば
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
応
募
可

　
な
お
、
申
込
書
な
ど
の
受
付
後
、

面
接
を
行
い
、
選
考
結
果
は
、
応
募

さ
れ
た
方
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

審
議
会
名

野
田
市
都
市
計
画
審
議
会

野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

募
集
期
間

（
消
印
有
効
）

～
２
月
　
日
金

１４

募
集

人
数

１
人

（
女
性
）

１
人

小
論
文（
　
字
程
度
）の
テ
ー
マ

８００

今
後
の
野
田
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と

野
田
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る

私
の
意
見

担
当
課
（
問
合
せ
）

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

２７８
都
市
計
画
課

－

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

２７８
行
政
管
理
課

－

■募集概要

魚
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
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嘉

市民訪問

感動のあまり歓声を上げる参加者も

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
県
立
関
宿
城
博
物
館
の
展

10

望
室
か
ら
初
日
の
出
を
見
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
同
館
主

催
で
元
旦
に
行
わ
れ
、
事
前
に
応
募
し
た
　
人
が
集

40

ま
っ
た
。

　
６
時
　
分
、
晴
れ
渡
る

52

東
の
空
か
ら
日
が
昇
り
始

め
る
と
、
参
加
者
は
手
を

合
わ
せ
た
り
、
カ
メ
ラ
や

携
帯
電
話
な
ど
で
撮
影
し

た
り
し
て
、
思
い
思
い
に

１
年
の
始
ま
り
を
満
喫
し

て
い
た
。

１
年
の
始
ま
り
を
楽
し
む

　
関
宿
城
博
物
館
の
初
日
の
出

伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ

　
　
自
由
な
発
想
で
凧
作
り

石
栗
　
照
平
さ
ん

　
毎
年
１
月
に
、
子
ど
も
館
が
主
催

す
る
 凧
 作
り
教
室
や
凧
揚
げ
大
会
で

た
こ

講
師
を
務
め
て
い
る
石
栗
照
平
さ
ん
。

　
「
日
本
の
凧
の
会
」
に
所
属
し
、

「
愛
知
・
田
原
け
ん
か
凧
保
存
会
」の

関
東
支
部
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
以
前
住
ん
で
い
た
ま
ち
の
地
域

交
流
で
凧
揚
げ
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
名
古
屋
に
単
身
赴
任
し

た
と
き
に
凧
作
り
に
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。
愛
知
県
田
原
市
で
５
月
に
行

わ
れ
る『
け
ん
か
凧
』に
も
、
毎
年
参

戦
し
て
い
ま
す
」と
話
す
石
栗
さ
ん
。

　
近
年
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
ト
キ
な

ど
、
鳥
の
形
を
模
し
た
立
体
的
な

「
鳥
凧
」
も
制
作
し
、
江
戸
川
河
川

敷
な
ど
で
揚
げ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ビ

が
本
物
と
勘
違
い
し
た
の
か
凧
を
威

嚇
し
て
き
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
凧
は
、
工
作
や
絵
を
描
く
楽
し

さ
、
大
空
高
く
揚
が
っ
た
と
き
の
達

成
感
な
ど
が
魅
力
で
す
。
伝
統
を
大

切
に
し
つ
つ
、
自
由
な
発
想
で
新
し

い
形
の
凧
作
り
に
挑
戦
す
る
楽
し
み

も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
、「
凧
揚
げ
を

す
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、
私
の

一
番
の
宝
で
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

桜
木
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

２１

四
季
折
々
の

　
　
野
田
の
魅
力
を
再
発
見

入賞９点を含む応募作品６７点を展示

　
野
田
市
観
光
協
会
に
よ
る「
野
田
の
観
光
写
真
展
」

が
、
１
月
８
日
か
ら
　
日
ま
で
は
市
役
所
、　
日
か

14

15

ら
　
日
ま
で
は
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

21

　
季
節
を
感
じ
る
風
景
や

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
な
ど
、
野
田
の

魅
力
が
つ
ま
っ
た
作
品
が

ず
ら
り
。
野
田
市
長
賞
に

は
、
関
宿
城
ま
つ
り
で
の

一
コ
マ
を
写
し
た
番
場
 亨
 
す
す
む

さ
ん
の
「
ア
イ
ド
ル
を
夢

見
て
」
が
選
ば
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
非
行
防
止
活
動
だ
け
で

な
く
、
休
み
が
ち
な
生
徒
を
学
校
に

復
帰
さ
せ
る
た
め
の「
適
応
指
導
学
級
」

や
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
保
護
者
の

た
め
の「
ひ
ば
り
教
育
相
談
」な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
へ
。

－

ビ
ラ
な
ど
を
見
か
け
た
ら
同
セ
ン
タ

ー
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
は
、
子
ど
も

18

た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
青
色

回
転
灯
装
着
車
両
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

も
始
め
、
年
末
年
始
を
除
き
、
毎
日

　
時
か
ら
と
　
時
か
ら
の
１
日
２
回
、

10

15

市
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

と
非
行
防
止
を
目
指
す
拠
点
と
し
て
、

昭
和
　
（
１
９
８
３
）
年
に
青
少
年

58

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
が
多

く
集
ま
る
場
所
な
ど
で
の
補
導
活
動

や
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
間
の
見
守

り
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
に
　
人
い
る
青
少

118

年
補
導
員
や
学
校
、
警
察
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
繁
華
街
や
夏
ま
つ
り

な
ど
の
行
事
で
の
「
声
か
け
運
動
」

や
電
柱
に
貼
ら
れ
た
違
法
ビ
ラ
の
撤

去
な
ど
を
、
地
域
の
方
々
と
一
体
と

な
っ
て
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
違
法

第一中学校
愛宕駅愛宕駅

市役所市役所

青少年センター青少年センター青少年センター

市役所

愛宕駅

市内を３地域に分け巡回パトロール

紙上公共施設見学会
　　　　　　　　　　　　　「青少年センター」
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嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉※
古
い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

ボランティア連絡協議会訪問（２０）
 　　　　雲雀ハーモニカクラブ

に
　
人
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

26
　
週
２
回
の
練
習
で
、
半
年
に
独
奏

を
１
曲
覚
え
る
の
が
目
標
で
す
。

◆
福
祉
施
設
や
病
院
で
も
演
奏
会

　
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
週
２
回

ほ
ど
、　
人
前
後
で
福
祉
施
設
や
病

10

院
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
市
内
各
地
区

　
 雲
雀
 ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
は
、
多

ひ
ば
り

く
の
方
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
を
聴

い
て
も
ら
お
う
と
、
愛
好
家
が
集
ま

り
、平
成
　
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

11

　
現
在
、　
代
や
　
代
の
方
を
中
心

60

70

◆
和
音
を
出
せ
る
吹
奏
楽
器

　
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
特
徴
は
、
独
特

の
音
色
の
美
し
さ
に
あ
り
、
感
情
を

込
め
て
奏
で
よ
う
と
、
皆
さ
ん
懸
命

に
練
習
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

同
ク
ラ
ブ
代
表
の
横
田
さ
ん
。

　
「
１
本
の
楽
器
で
和
音
を
出
せ
る

吹
奏
楽
器
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
み
と

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
出
向
き
、
演
奏
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
１
回
の
演
奏
会
は
１
時
間
ほ

ど
で
、
童
謡
や
歌
謡
曲
な
ど
　
曲
の

180

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
か
ら
、
一
緒
に

歌
え
る
曲
を
中
心
に
　
曲
ほ
ど
演
奏

20

し
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ロ
デ
ィ
と
伴

奏
を
、舌
を
使
っ
て
吹
き
分
け
ま
す
。

週
４
回
の
活
動
は
忙
し
い
で
す
が
、

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
雲
雀
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ

ブ
・
横
田
☎
７
１
２
５
 
６
６
１
０

－

楽しく歌える曲を中心に

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

西
大
和
田
に

　
　
　
区
画
の
造
成
地

60

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

48

７
３
）年
　
月
に
、現
在
の

11

流
山
街
道
と
平
成
や
よ
い

通
り
の
交
差
点
付
近
か
ら
、

流
山
方
面
を
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
宅
地
造
成
で
、

整
地
さ
れ
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
こ
の
造
成
は
、
野
田
市

開
発
協
会
が
施
主
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
同
　
年
49

１
月
に
約
　
区
画
の
分
譲

60

を
開
始
し
ま
し
た
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
１
区
画
の
平
均

面
積
は
約
　
平
方
メ
ー
ト

200

ル
あ
り
ま
す
。

　
写
真
の
左
奥
に
見
え
る

建
物
は
、
同
　
年
に
完
成

48

し
た
市
営
住
宅
の
西
大
和

田
第
一
団
地
で
す
。
４
階

建
て
で
、
同
年
４
月
に
入

居
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、同
　（
１
９
８

59

４
）年
に
玉
葉
橋
が
、平
成

元（
１
９
８
９
）年
に
平
成

や
よ
い
通
り
の
陸
橋
が
開

通
し
、
国
道
　
号
か
ら
埼

16

玉
県
ま
で
抜
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

フライパンで簡単ローストビーフ

飯田幸子さん（みずき一丁目）

①牛肉に調味料をよくもみこんでおく②①をフライ
パンに入れ、強火で表面に軽く焼き色をつける③弱
火にしてふたをし、約４分間焦げないように返しな
がら蒸し焼きにする④③を取り出し、アルミホイル
に包んで常温で１時間ほど置く⑤④を薄く切り、皿
に盛り付けて、オニオンソースを添えたら出来上がり。
※家族もお気に入りの、短時間で手軽に作れる一皿
です。レタスなどを添えると、彩りや栄養バランスが
良くなりおすすめです。
《材料》３人分:牛モモ肉３００グラム、調味料（白ワイン大さじ
１、おろしニンニク１片分、塩・こしょう適量）、オニオンソース
（おろしタマネギ１個分、オリーブオイル９０cc、おろしニンニク
１片分、しょうゆ・砂糖各大さじ２、塩小さじ２、酢大さじ３）

「
大
人
の
自
覚
を
持
っ
て
」

　
　
新
成
人
千
　
人
が
第
一
歩

577

　
野
田
市
成
人
式
が
、１
月
　
日
に
会
場
を
文
化
会
館

13

に
変
え
て
行
わ
れ
、千
　
人
の
新
成
人
が
参
加
し
た
。

70

　
　
人
の
実
行
委
員
が
準
備
を
進
め
て
き
た
式
典
で

27

は
、代
表
と
し
て
竹
澤
 要
 
か
な
め

さ
ん
と
志
賀
 未
  来
 さ
ん
が

み
 
き

あ
い
さ
つ
。「
１
日
１
日
を

大
切
に
し
な
が
ら
、今
ま
で

出
会
っ
て
き
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、一
人
の
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
生
き
て
い

き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

あいさつを行う新成人代表
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京

　
野
田
市
駅
や
川
間
駅
、
梅
郷
駅
に

あ
る
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
（
駐
輪

場
）
の
平
成
　
年
度
分
定
期
使
用
の

26

事
前
受
付
を
２
月
８
日
土
か
ら
　
日
25

火
ま
で
各
施
設
の
管
理
人
事
務
所
で

行
い
、事
前
受
付
期
間
中
に
募
集
定
数

を
上
回
っ
た
場
合
、抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
現
在
、
利
用
し
て
い
る
方
も
許
可

は
３
月
末
ま
で
の
た
め
、
引
き
続
き

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た

め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
許
可
期
間
は
４
月
１
日
か
ら
　
年
27

３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間
で
、
申
込

31

台
数
は
１
人
１
台
ま
で
（
野
田
市
駅

は
第
１
・
第
２
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）

で
、
重
複
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

　
な
お
、
野
田
市
駅
市
営
第
２
は
、

　
年
度
中
に
施
設
を
移
転
す
る
可
能

26性
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
の
上
、

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

等
の
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
使

用
料
金
を
変
更
し
ま
す
。　
年
３
月

26

　
日
ま
で
に
納
付
を
さ
れ
る
場
合
は
、

31改
定
前
の
使
用
料
金
と
な
り
ま
す
。

※
一
時
利
用
の
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

【
申
込
み
】
２
月
８
日
土
～
　
日
火

25

に
各
施
設
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち
ば
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
申
し
込
む

【
公
開
抽
選
日
】
３
月
４
日
火
　
時
14

か
ら
市
役
所
２
階
中
会
議
室
２
で

【
結
果
の
公
表
】
３
月
６
日
木
正
午

か
ら
各
施
設
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
当

選
者
の
受
付
番
号
（
電
子
申
請
申
込

の
場
合
は
到
達
番
号
）
を
掲
載
。
電

子
申
請
申
込
者
へ
の
電
子
メ
ー
ル
で

の
当
落
通
知
の
配
信
は
行
わ
な
い

【
本
申
請
手
続
き
】
当
選
し
た
方
は

３
月
６
日
木
正
午
～
　
日
木
に
各
施

20

設
で
定
期
使
用
の
申
請
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
時
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
定
期
使
用
の

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

２月８２月８日日かか　
　らら ■自転車等駐車場の開所時間

開所時間住所・連絡先名称

６時３０分
　　～２０時

日・□祝 ・年末
年始を除く

野田１４８番地の６
☎７１２１－５３１５野田市駅市営第１

野田１４８番地の９
☎７１２１－５３１５野田市駅市営第２

尾崎８３９番地の５
☎７１２９－８９４０川間駅南口市営第１

４時３０分
～翌日１時

山崎１８７３番地の７
☎７１２１－３１９６梅郷駅東口市営

●野田市駅市営第１・第２、川間駅南口市営第１
１,０２０円一般

自転車
定期   ５１０円学生

２,５７０円原動機付自転車
  １００円１回

自転車
一時
使用

１,０００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付

自転車 １,５００円１１枚つづり回数券
●梅郷駅東口市営

１,５４０円地下1階・1階・2階一
般

自転車
定期

１,０２０円３階（屋根なし）
１,５４０円１階

学
生 １,０２０円地下1階・2階

  ５１０円３階（屋根なし）
２,５７０円原動機付自転車（屋外）
  １５０円１回

自転車
一時
使用

１,５００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付

自転車（屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■自転車等駐車場の使用料 　　　（定期：月額）

※４月１日以降の消費税８パーセントでの新料金表です
※いずれも原動機付自転車は５０cc以下です
※野田市駅市営第１と川間駅南口市営第１では、原動機
　付自転車は駐車できません

　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方
や
介

護
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、「
高

齢
者
家
庭
介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　
寝
た
き
り
の
方
の
洋
服
の
着
せ
替

え
や
シ
ー
ツ
替
え
、
ベ
ッ
ド
や
布
団

か
ら
車
椅
子
へ
の
移
乗
な
ど
、
介
護

者
に
負
担
の
少
な
い
方
法
を
講
義
と

実
習
を
交
え
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

　
な
お
、当
日
は
実
習
用
に
前
開
き
の

パ
ジ
ャ
マ
一
組
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
日
程
と
会
場
】
２
月
　
日
木
の
９

27

時
　
分
～
正
午
は
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ

30
ィ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）、　14

時
～
　
時
　
分
は
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

16

30

会
館

【
定
員
】
各
回
先
着
　
人
30

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
電
話
で
高
齢

者
福
祉
課
へ

家
庭
で
の
高
齢
者
介
護
の
講
義
と
実
習

　
関
宿
地
域
の
公
民
館
の
う
ち
、「
関

宿
北
部
公
民
館
」、「
関
宿
中
部
公
民

館
」、「
関
宿
南
部
公
民
館
」
は
、
４

月
１
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
名
称
を

変
更
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
間
違
え
な
い

よ
う
、
小
中
学
校
名
に
合
わ
せ
、
旧

町
村
名
を
名
称
に
採
用
し
て
い
ま
す
。

※
関
宿
中
央
公
民
館
の
名
称
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館
☎
７
１
２

４
 
１
５
５
８

－

現
在
の
名
称

野
田
市
関
宿
北
部
公
民
館

野
田
市
関
宿
中
部
公
民
館

野
田
市
関
宿
南
部
公
民
館

変
更
後
の
名
称

野
田
市
関
宿
公
民
館

野
田
市
二
川
公
民
館

野
田
市
木
間
ケ
瀬
公
民
館

所
在
地

関
宿
台
町

２
５
５
８
 
１
－

桐
ケ
作

　
 
１

５１
－

木
間
ケ
瀬

２
９
３
５

■公民館名の変更

→

関
宿
地
域
３
公
民
館
の
名
称
を
変
更

　
市
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
市
内
４

か
所
に
空
き
缶
回
収
機
を
設
置
し
、

回
収
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年

は
利
用
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
や

各
店
舗
へ
の
無
償
貸
与
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
　
月
　
日
に

12

22

回
収
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
３
月
　
日
月
ま
で
、
満
点

31

に
達
し
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
清

掃
計
画
課
か
関
宿
支
所
、
各
出
張
所

で
景
品
の
文
具
セ
ッ
ト
と
、ま
た
、満

点
未
満
の
カ
ー
ド
は
、
清
掃
計
画
課

か
関
宿
支
所
で
粗
品
と
交
換
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

空
き
缶
回
収
機
に
よ
る
回
収
が
終
了

市
営
駐
輪
場
の
定
期
使
用

　
　
　
 　
 事
前
受
付
を
開
始



解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

供

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
住
生
活
月
間
中
央
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
主
催
の
第
９
回
「
家
や

ま
ち
の
絵
本
」コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

が
昨
年
　
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

10

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
４
部
門
で

計
　
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
岩
木

854
小
学
校
４
年
生
の
小
野
寺
 麗
  央
 さ

れ
 
お

ん
が
、
全
部
門
を
通
じ
て
最
高
の

賞
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

※
小
野
寺
さ
ん
に
は
、１
月
６
日
開
催

の「
野
田
市
表
彰
式
」で
教
育
文
化
功

労
に
よ
り
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
６
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
一
般
行
政
職
（
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
）
＝
２
名
程
度
、
保
健
師
（
保
健

師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方
）
＝
１
名
程
度

【
受
験
申
込
書
の
配
布
・
請
求
】
２

月
７
日
金
ま
で
の
８
時
　
分
～
　
時

30

17

　
分（
上
・
日
は
除
く
）に
人
事
課
、

15関
宿
支
所
、
南
・
北
・
中
央
の
各
出

張
所
で
配
布
。郵
送
に
よ
る
請
求（
　120

円
切
手
を
貼
っ
た
角
型
２
号
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
）
の
ほ
か
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
受
験
申
込
書
の
受
付
】
２
月
７
日

金
ま
で
（
必
着
）
の
８
時
　
分
～
　

30

17

時
　
分
（
上
・
日
は
除
く
）
に
申
込

15
書
（
写
真
貼
付
）
と
受
験
票
を
人
事

課
へ
持
参
か
郵
送

※
持
参
か
郵
送
か
に
よ
り
申
込
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
受
験
案
内
を
確
認

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
試
験
日
】一
次
試
験
＝
３
月
８
日
土

　
な
お
、
一
般
行
政
職
の
試
験
時
間

な
ど
は
、
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
て

配
慮
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
か
問
い
合
わ
せ
を

【
問
合
せ
】
人
事
課

野
田
市
職
員
を
募
集

平
成
　
年
６
月

26

採
用
予
定

　
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
４
月
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
、
保
育
課
、
児
童
家
庭

課
、
関
宿
支
所
、
各
出
張
所
で
配
布

中
で
、受
付
は
、２
月
　
日
月
ま
で
の

10

８
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で（
土
・

30

17

15

日
・
□祝 
を
除
く
）
で
す
。

　
ま
た
、
認
可
保
育
所
で
は
保
育
所

用
申
請
書
の
配
布
・
受
付
と
学
童
用

申
請
書
の
配
布
、
学
童
保
育
所
で
は

学
童
用
申
請
書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

※
結
果
は
３
月
上
旬
に
通
知
予
定

◎
保
育
所
の
入
所
基
準

　
乳
幼
児
の
保
護
者
や
同
居
の
親
族

な
ど
が
、
①
常
に
家
事
以
外
の
仕
事

を
し
て
い
る
、②
妊
娠
中
か
出
産
後
間

が
な
い
、③
疾
病
や
負
傷
、精
神
、身
体

に
障
が
い
が
あ
る
、
④
常
に
同
居
し

て
い
る
親
族
を
介
護
し
て
い
る
、
①

か
ら
④
と
同
程
度
の
状
態
に
あ
る
方

◎
学
童
保
育
所
の
入
所
基
準

　
保
護
者
が
就
労
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
放
課
後
、
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
な
方
。
原
則
と
し
て
市
内
の
小
学

校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
児
童

が
対
象

【
問
合
せ
】保
育
所
は
保
育
課
か
各
保

育
所
、
学
童
保
育
所
は
児
童
家
庭
課

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
で
は
、
２
月
　
日
日
　
時
　

23

13

30

分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
市
役
所
８
階

16

20

大
会
議
室
で
、
渥
美
 由
  喜
 氏
（
厚
生

な
お
 
き

労
働
省
政
策
評
価
に
関
す
る
有
識
者

会
議
委
員
）
に
よ
る
「
子
育
て
と
介

護
に
い
き
い
き
と
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会（
手
話
通
訳
あ
り
）

と
野
田
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
子
育
て
と
介
護
の

視
点
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）に
関
し
て
、

自
身
の
体
験
を
交
え
、
子
育
て
や
介

護
と
仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
メ
リ
ハ

リ
の
付
け
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス（
２
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
）を
希
望
す
る
方
は
、２
月
　
日
１９

水
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
男
女
共
同
参

画
課

「
家
や
ま
ち
の
絵
本
」コ
ン
ク
ー
ル

 小
野
寺
麗
央
さ
　

　
ん （
岩
木
小
）が
国
土
交
通
大
臣
賞

保
育
所
・
学
童
保
育
所
の

    入
所
申
込
は
２
月
　
日
ま
　

　
で 

10子
育
て
と
介
護
に
関
す
る

　
　
  　
　
  講
演
と
演
奏
会

受賞作「町を救った太陽君」

　
市
で
は
、「
公
共
施
設
等
見
学
会
」

を
３
月
　
日
木
９
時
か
ら
　
時
　
分

20

15

50

ま
で
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。

【
集
合
場
所
・
時
間
】
い
ち
い
の
ホ

ー
ル
＝
９
時
、
市
役
所
＝
９
時
　
分
30

【
見
学
場
所
・
定
員
】
雪
印
メ
グ
ミ

ル
ク
野
田
工
場
、ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
、

こ
う
の
と
り
の
里
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
（
予
定
）・
　
人
（
抽
選
）

30

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

【
申
込
方
法
】
３
月
３
日
月
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１
枚

で
２
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
市
報

へ
の
意
見
を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５

278

５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課
「
公

共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

－

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会

農産物直売所「ゆめあぐり野田」にも
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分
～
　
時
　
分（
高
等
部
）市
役

30

11

30

所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。生
徒

が
作
っ
た
手
工
芸
品
や
野
菜
な
ど
。

問
同
校
☎
７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
け
や
き
寄
席
　
２
月
　
日
醤
　

16

13

時
　
分
か
ら
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ

30
ー
ル
で
。 山
  遊
  亭
 

さ
ん
 ゆ
う
 て
い

 金
  太
 

き
ん
 
た

 郎
 や
ろ
う

 澤
  恵
 

さ
わ
 け
い

 子
 な
ど
が
出
演
。
全
席
自
由
。
前

こ売
り
券
千
円
（
　
歳
以
上
　
円
）。

65

800

当
日
券
千
　
円
（
　
歳
以
上
千

200

65

円
）。
前
売
り
は
文
化
会
館
、欅
の

ホ
ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、

イ
オ
ン
ノ
ア
店
、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン

ド
ウ
川
間
店
、
い
な
げ
や
野
田
み

ず
き
店
で
発
売
中
。
問
文
化
会
館

☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

◆
学
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
発

表
会
　
２
月
　
日
鉦
　
時
　
分
～

24

13

30

　
時
麗
澤
大
学
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
柏

16市
）
で
。「
各
市
の
日
本
一
作
り
」

と
題
し
た
東
葛
地
域
　
大
学
の
学

13

生
に
よ
る
発
表
会
。
先
着
　
人
。

30

申
込
み
は
２
月
３
日
鉦
９
時
か
ら

前
日
ま
で
に
柏
市
協
働
推
進
課
☎

７
１
６
７
 
０
９
４
１
へ

◆
春
で
す
！
親
子
で
楽
し
も
う
　

３
月
３
日
～
　
日
の
鉦
　
時
　
分

17

10

30

～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

全
３
回
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
。
１
歳
～
３
歳

の
未
就
園
児
と
親
。
全
回
参
加
で

き
る
方
。先
着
　
組
。申
込
み
は
２

20

―

―

―

上
９
時
～
　
時
と
　
日
醤
９
時
～

16

16

　
時
は
作
品
展
示
、　
日
上
９
時

15

15

～
　
時
　
分
は
舞
台
発
表
。
他
館

15

30

の
日
程
は
２
月
　
日
号
の
「
ま
な

15

び
だ
よ
り
」
に
掲
載
。
問
南
部
梅

郷
公
民
館
☎
７
１
２
２
 
５
４
０

２
、
川
間
公
民
館
☎
７
１
２
９
 

４
０
０
２
、
関
宿
北
部
公
民
館
☎

７
１
９
６
 
１
１
０
０

◆
２
月
の
園
庭
開
放
　
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、親
子
で
保
育

体
験
。育
児
相
談
も
。　
時
～
　

10

11

時
。当
日
会
場
受
付
。問
各
保
育
所

◆
た
ん
ぽ
ぽ
作
品
展
　
２
月
　
日
13

障
～
　
日
鍾
９
時
～
　
時
　
分

18

16

30

（
最
終
日
は
　
時
ま
で
）市
役
所
ふ

16

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。市
内
小
中

学
校
の
特
別
支
援
学
級
と
県
立
野

田
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に

よ
る
絵
画
や
工
作
な
ど
。問
指
導
課

◆
県
立
野
田
特
別
支
援
学
校
販
売

会
　
市
役
所
　
２
月
　
日
鞘
　
時

IN

14

10

～
　
時（
中
等
部
）、　
日
鍾
　
時

1１

18

10

―

―

―

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー

ツ
教
室
　
①
卓
球
初
心
者
教
室
…

３
月
４
日
～
　
日
の
鍾
　
時
～
　

25

14

16

時
。千
　
円
。②
楽
し
い
健
康
気
功

500

教
室
…
３
月
５
日
～
　
日
の
鐘
９

26

時
　
分
～
　
時
。２
千
円
。③
ら
く
ら

30

11

く
健
康
体
操
…
３
月
７
日
～
４
月

４
日（
　
日
除
く
）の
鞘
９
時
　
分

21

40

～
　
時
　
分
。女
性
。２
千
円
。い

10

30

ず
れ
も
　
歳
以
上
、　
人（
抽
選
）。

20

30

全
４
回
。①
は
ラ
ケ
ッ
ト
、③
は
マ

ッ
ト
持
参
。申
込
み
は
２
月
　
日
鞘

28

必
着
で
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を

明
記
・
１
家
族
１
通
）で
〒
　
 
０

270

２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
公
民
館
ま
つ
り
・
作
品
展
　
書

道
、絵
画
な
ど
の
作
品
展
示
ほ
か
。

①
南
部
梅
郷
公
民
館
作
品
展
…
２

月
８
日
上
９
時
～
　
時
と
９
日
醤

17

９
時
～
　
時
。②
川
間
公
民
館
作

15

品
展
…
２
月
　
日
上
９
時
～
　
時

15

17

と
　
日
醤
９
時
～
　
時
。③
関
宿

16

16

北
部
公
民
館
ま
つ
り
…
２
月
　
日
15 ―

―

講
座
・
講
演
会

◆
市
民
会
館
で
講
座
な
ど
　
①
寺

子
屋
講
座
…
２
月
　
日
日
　
時
　

16

13

30

分
～
　
時
　
分
。 志
  水
  秋
  由
 氏（
道

し
 
み
ず
 あ
き
 よ
し

15

30

場
師
範
代
）に
よ
る「
合
気
道
と『
古

事
記
』か
ら
読
み
解
く“
日
本
精

神
”」。②
市
民
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
関

連
事
業「
刀
剣
！
な
ん
で
も
相
談

会
」…
２
月
　
日
醤
、３
月
　
日
鉦

23

10

の
　
時
～
　
時
。野
田
市
美
術
刀
剣

13

15

会
に
よ
る
刀
剣
の
保
存
や
登
録
に

関
す
る
相
談
会
。①
は
先
着
　
人
。

20

②
は
各
先
着
　
人
。申
込
み
は
い
ず

12

れ
も
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
２
月
５
日

鐘
か
ら
同
館
☎
７
１
２
４
 
６
８

５
１・
思
７
１
２
４
 
６
８
６
６
へ

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
就
職
活
動
支
援
講
座
　
①
女
性

の
た
め
の
就
職
活
動
支
援
講
座
…

２
月
　
日
鉦
　
時
～
　
時
。
②
中

24

10

16

高
年
層
向
け
の
就
職
の
た
め
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
…
３
月
３
日
鉦

　
時
～
　
時
。
い
ず
れ
も
適
性
診

10

16

断
や
履
歴
書
の
作
成
方
法
、
個
別

相
談
な
ど
。
各
先
着
　
人
。
申
込

20

み
は
２
月
５
日
鐘
か
ら
商
工
課
へ

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す

※
２
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、　

２
月
３
日
鉦
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
６
・
　
・
　
・

13

19

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
・
　
日
。
7
日
間
で
　
人

21

25

13

27

70

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

12

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

14
28

19

18

◆
行
政
相
談
　
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
へ
の
苦
情
や
要
望
な

ど
。□市 
＝
　
日
。□い 
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

18

12

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

14

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。

17

27

　
□い 
＝
　
日
。
４
日
間
で
　
人
。
電
話
予
約

20

16

児
童
家
庭
課（
市
役
所
内
）

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・
思

０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
・
父
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、
父
子
家
庭
、
寡
婦
な
ど
。

火
～
鞘
９
時
～
　
時（
月
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中

の
母
子
家
庭
の
母
か
父
子
家
庭
の
父
。個
別
相
談（
要
予
約
）、就
労
の
た

め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」作
成
。鉦
９
時
～
　
時
、鞘
９
時
～
　
時

19

17

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

   □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談（
要
予
約
）、

求
人
案
内
。　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
火
　
時
～
　
時

35

25

10

16

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
課
）

◆
自
立
す
る
た
め
の
生
活
・
就
労
な
ど
に
関
す
る
総
合
相
談
　
□市 

２
階
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
。☎
７
１
２
８
 
４
０
３
８

17

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

―

―

―

―

侠

保
育
所
名

中

根

福

田

古
布
内

尾

崎

北

部

東

部

花

輪

清

水

南

部

あ
た
ご

開
放
日

　
日
水

12　
日
水

12　
日
水

12　
日
水

12　
日
水

26　
日
木

13　
日
木

13　
日
木

27　
日
火

18　
日
火

18　
日
木

20　
日
水

26

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
5
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３



月
　
日
鉦
か
ら
電
話
か
直
接
北
図

10
書
館
☎
７
１
２
９
 
８
８
１
１
へ

◆
青
少
年
柔
剣
道
大
会
　
４
月
　20

日
醤
９
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体

30

育
館
で
。
ク
ラ
ス
別
に
個
人
戦
と

団
体
戦
。
市
民
、
市
内
在
勤
、
在

学
の
方
か
野
田
柔
道
会
・
野
田
市

剣
道
連
盟
加
盟
の
　
歳
以
下
の
方
。

30

申
込
み
は
３
月
７
日
鞘
ま
で
に
柔

道
の
部
は
山
本
☎
７
１
３
８
 
１

３
２
４
、
剣
道
の
部
は
大
竹
☎
　090

―

―

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

受
付
。
問
同
館
☎
７
１
２
３
 
７

６
１
１

◆
野
田
市
都
市
計
画
審
議
会
　
２

月
　
日
障
　
時
　
分
か
ら
市
役
所

13

10

30

８
階
大
会
議
室
で
。
先
着
　
人
。

10

　
時
か
ら
受
付
。
問
都
市
計
画
課

10◆
野
田
市
公
民
館
運
営
審
議
会
　

２
月
　
日
鞘
　
時
か
ら
総
合
福
祉

14

10

会
館
で
。
先
着
５
人
。
９
時
　
分
30

か
ら
受
付
。
問
中
央
公
民
館
☎
７

１
２
４
 
１
５
５
８

　
文
化
財
・
史
跡
な
　

　
ど 

◆
船
形
香
取
神
社
・
 御
  社
  擅
 

ご
 
し
ゃ
 せ
ん

 御
  膳
 

お
 
ぜ
ん

 献
 
こ
ん

 上
 
じ
ょ
う

 式
 　
２
月
　
日
鍾
　
時
か

し
き

11

10

ら
。　
年
以
上
も
前
か
ら
続
く
オ

200

ビ
シ
ャ
で
、
地
元
産
の
魚
や
野
菜

な
ど
の
　
品
目
を
供
え
る
伝
統
行

29

事
。
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。

問
社
会
教
育
課

―

―

③
は
要
中
学
校
音
楽
教
員
免
許

状
。
い
ず
れ
も
有
給
休
暇
、
通
勤

手
当
あ
り
。
４
月
１
日
以
降
、
欠

員
分
を
採
用
。
曜
日
な
ど
の
詳
細

は
学
校
教
育
課
へ

◆
関
宿
城
ま
つ
り
の
参
加
者
　
４

月
　
日
醤
県
立
関
宿
城
博
物
館
・

13
関
宿
に
こ
に
こ
水
辺
公
園
で
。
①

大
名
行
列
②
稚
児
行
列
。申
込
み

は
①
は
２
月
　
日
鞘
、②
は
３
月
　

28

14

日
鞘
ま
で
に
野
田
市
関
宿
商
工
会

や
商
工
課
、公
民
館
な
ど
に
あ
る
申

込
用
紙
に
記
入
し
、直
接
か
郵
送
で

〒
　
 
０
２
２
６
東
宝
珠
花
　
 

270

237

１
関
宿
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
７
１
９
８
 
０
１
６
１
へ

　
会
議
な
　

　
ど 
の
公
開

◆
野
田
市
立
図
書
館
協
議
会
　
２

月
　
日
鐘
　
時
か
ら
興
風
図
書
館

12

10

で
。
先
着
５
人
。
９
時
　
分
か
ら

30

―

―

―

金
手
帳
持
参
。
先
着
　
人
。
当
日

30

会
場
受
付
。
問
国
保
年
金
課

◆
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

一
般
職
の
非
常
勤
職
員
　
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
巡
回
教
育
相

談
。
適
応
指
導
学
級
教
科
指
導
員

＝
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
習
支

援
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
２
月
３

日
鉦
～
　
日
鐘
。
試
験
日
は
２
月

12

　
日
上
　
時
か
ら
青
少
年
セ
ン
タ

15

14

ー
で
。作
文
と
面
接
。勤
務
日
や
必

要
資
格
な
ど
の
詳
細
は
指
導
課
へ

◆
自
衛
官
　
受
付
期
間
は
予
備
自

衛
官
補
が
４
月
２
日
鐘
、幹
部
候
補

生
が
４
月
　
日
鞘
ま
で
。
資
格
な

25

ど
詳
細
は
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所

☎
７
１
６
３
 
６
８
８
４
へ

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
事
前
登
録

　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常
勤

講
師
。
①
②
は
要
教
員
免
許
状
、

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
２
月
　
日
土
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い

１５

10

方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。
野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、架
空
請
求・

多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時（
正
午
～
　
時
除
く
）

10

16

13

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
障
が
い
者
の
総
合
相
談
。
□市 

１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
発
達
教
育（
３
・
　

13

30

16

17

日
）、
生
活
療
育（
６
日
）、
就
労
者
生
活（
　
日
）、
こ
こ
ろ
の
生

20

活（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。電
話
予
約

25

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
が
い

10

者（
４
日
）、
知
的
障
が
い
者（
５
日
）、
ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　

18

13

時
　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
が
い
者（
４
日
）、
身
体
障
が
い

30

15

30

者（
５
日
）、
精
神
障
が
い
者（
　
日
）。
電
話
予
約

18

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。
電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時
。
電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

法
人
や
団
体
な
ど
が
定
期
的
に
開
催
す
る
相
談

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時
。
問
社
会
福

13

16

祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
遺
言
や
相
続
、離
婚
な
ど
。　
日
鞘
　
時

21

13

～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
事
前
に
問
合
せ
先

16
に
電
話
予
約
。
問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・
伊
佐
☎
７
１

２
９
 
０
８
０
３

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
水

12

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
栗
原
☎
７
１
２
５
 
３
２
２
０

―

―

―

―

―

―
―

―

―
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尿
失
禁
（
尿
漏
れ
）

　
最
近
テ
レ
ビ
で「
過
活
動
 膀
  胱
 は
お
近
く
の
専
門

ぼ
う
 こ
う

医
へ
」の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
よ
く
流
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
過
活
動
膀
胱
の
１
つ
の
症
状
で
あ
る
尿

失
禁
に
関
し
て
お
話
し
ま
す
。

　
尿
失
禁
に
は
大
き
く
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
切
迫
性
尿
失
禁
。こ
れ
は
急
激
に
尿
意

を
催
し
て
ト
イ
レ
ま
で
間
に
合
わ
ず
 漏
 れ
て
し
ま

も

す
も
の
で
す
。次
に
腹
圧
性
尿
失
禁
。こ
れ
は
 咳
 、く

せ
き

し
ゃ
み
、急
に
立
ち
上
が
っ
た
時
な
ど
に
お
腹
の
圧

力
が
上
が
り
漏
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。最
後
に
 溢
 
い
つ

 流
 性
尿
失
禁
。こ
れ
は
普
段
は
尿
が
出
に
く
い
が
、

り
ゅ
う膀

胱
に
尿
が
た
ま
り
す
ぎ
て
漏
れ
出
て
く
る
も
の

で
す
。
こ
の
う
ち
切
迫
性
お
よ
び
腹
圧
性
尿
失
禁

は
過
活
動
膀
胱
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
過
活
動
膀
胱
の
最
初
の
治
療
は
薬
物
療
法
で
す
。

最
近
で
は
内
服
薬
の
種
類
も
多
く
、
貼
り
薬
も
あ

り
ま
す
の
で
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
泌
尿
器
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　（
K
・
M
）

僑

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　
２
月
　
日
鞘
ま
で
の
納
期
の
市

28

税
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
４
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
８
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
８
期
）

④
介
護
保
険
料（
８
期
）

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、
④
は
高
齢
者
福
祉
課

市
税
な
ど
の
納
期（
２
月
）

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

鍛錬の鍛錬の成成果を果を

募
集
・
相
談

◆
年
金
相
談
会
　
２
月
　
日
木
　

20

10

時
～
　
時
せ
き
や
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ

15

ィ
会
館
で
。
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
公
的
年
金
全
般
の
相
談
。
年

 
２
４
７
７

 
８
６
１
６

へ
。
問
青
少

年
課

――



講
座
・
講
演
会

◆「
放
射
能
」、
子
ど
も
に
ど
う
伝
え

る
？
家
庭
で
学
校
で
　
２
月
８
日
上

　
時
　
分
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

13

30

16

30

で
。上
田
 昌
  文
 氏（
 
市
民
科
学
研
究

あ
き
 ふ
み

室
代
表
理
事
）
に
よ
る
講
演
と
話
し

合
い
。先
着
　
人
。　
円
。当
日
会
場

35

500

へ
。保
育
希
望
者
は
２
月
４
日
鍾
ま
で

に
富
村
☎
７
１
２
５
 
４
１
５
３
へ

◆
楽
レ
シ
ピ
で
お
も
て
な
し
　
２
月

　
日
鉦
、　
日
鍾
　
時
～
　
時
　
分

10

25

10

12

30

野
田
公
民
館
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。

ひ
な
ま
つ
り
の
料
理
。
女
性
。
各
先

着
８
人
。
千
　
円
。
申
込
み
は
２
月

500

－

◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」で
楽
し
む
健
康
づ
く
り
講
習
会
　

２
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
総
合
福
祉

16

13

15

会
館
で
。ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
打

ち
得
点
穴
に
入
れ
た
点
数
を
競
う
。

先
着
　
人
。
小
学
生
以
上
。
参
加
費

20

　
円
。
申
込
み
は
前
日
ま
で
に
は
が

500き
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
☎
を
明
記
）
で
〒
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０
０
０
２
木
野
崎
１
７
５
８
 
　
神
48

山
思
７
１
２
４
 
０
０
３
９
へ
。
問

渡
辺
☎
　
 
７
８
２
２
 
８
５
１
２

090

◆
介
護
教
室
　
２
月
　
日
上
　
時
～

22

14

　
時
野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

15「
家
庭
で
で
き
る
高
齢
者
ケ
ア
」
が

テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
２

30

月
５
日
鐘
か
ら
前
日
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
３
 
６
９
９
７
へ

◆
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保 －

－

－

－

－

－

５
日
水
か
ら
安
部
☎
　
 
１
０
４
７

080

 
９
６
５
４
へ

◆
お
は
な
し
お
ば
さ
ん
藤
田
浩
子
さ

ん
の
講
演
会
　
２
月
　
日
障
　
時
　

13

10

30

分
～
　
時
　
分
野
田
商
工
会
議
所
別

12

30

館
で
。
読
み
聞
か
せ
の
小
道
具
の
紹

介
な
ど
。　
円
。
申
込
み
は
事
前
に

300

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
野
田
文
化
研
究

会
☎
・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
北
コ
ミ
・
土
曜
習
字
倶
楽
部
　
２

月
　
日
～
３
月
８
日
の
土
　
時
～
　

15

17

18

時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
小
・

中
学
生
。
各
先
着
　
人
。
千
円
。
申

10

込
み
は
２
月
５
日
鐘
か
ら
鈴
木
☎
　080

 
４
８
０
７
 
０
１
６
３
へ

－

－

－

－

－

健
所
）で
研
修
な
ど
　
①
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
研
修（
自
殺
対
策
研
修
）…
３
月

５
日
鐘
　
時
　
分
～
　
時
同
セ
ン
タ

13

30

16

ー
仮
庁
舎（
花
井
　
 
２
）で
。心
の

282

健
康
の
基
礎
知
識
や
声
か
け
・
傾
聴
。

先
着
　
人
。②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

20

…
３
月
７
日
鞘
　
時
～
　
時
　
分
中

10

11

45

央
公
民
館
で
。医
師
に
よ
る「
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
診
断
・
治
療
・
自
己
管
理

に
つ
い
て
」と
、家
庭
に
お
け
る「
災
害

の
備
え
と
発
生
後
の
対
応
」の
講
話
。

申
込
み
は
①
は
２
月
　
日
鞘
ま
で
に

21

電
話
で
、
②
は
　
日
鐘
ま
で
に
電
話

12

か
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
学
校
や
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
野
田
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４
 
８
１

５
５
・
思
７
１
２
４
 
２
８
７
８
へ

－

－

－

イ
ベ
ン
ト

◆
美
術
館
へ
行
こ
う
　
３
月
　
日
日

30

ま
で
。　
時
～
　
時
茂
木
本
家
美
術

10

17

館
で
。
市
内
の
小
学
４
年
生
～
６
年

生
と
保
護
者
、
中
学
生
を
招
待
。
１

人
１
回
。
２
月
５
日
鐘
～
３
月
　
日
23

醤
は
「
広
重
の
富
士
展
」
を
開
催
。

予
約
は
事
前
に
学
校
名
、学
年
、名
前

を
同
館
☎
７
１
２
０
 
１
４
８
９
へ

◆
野
田
市
音
楽
を
楽
し
む
会
定
期
コ

ン
サ
ー
ト
　
２
月
８
日
上
　
時
　
分

13

30

～
　
時
　
分
興
風
会
館
で
。「
亡
き
王

15

30

女
の
た
め
の
パ
バ
ー
ヌ
」、「
A
列
車

で
い
こ
う
」な
ど
。当
日
会
場
へ
。問
新

村
☎
　
 
５
８
７
５
 
７
１
５
３

050

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　

２
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
市
役

14

12

30

13

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。「
恋
の
季

－

－

－

兇

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

　
ふ
ゆ
や
さ
い
の
す
ご
し
か
た

は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
と
で
げ
ん
き

い
っ
ぱ
い
ゆ
き
あ
そ
び
。
い
え

の
な
か
で
わ
い
わ
い
す
ご
ろ
く
。

ろ
て
ん
ぶ
ろ
で
ぬ
く
ぬ
く
あ
た

た
ま
る
。
み
ん
な
こ
と
ば
あ
そ

び
を
し
な
が
ら
お
お
は
し
ゃ
ぎ
。

New Books
北図書館の推せん図書

　
「
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
の
？
」
子
ど
も
に
と
っ
て
は

何
気
な
い
、大
人
に
な
っ
て
は
な

か
な
か
上
手
に
答
え
ら
れ
な
い

疑
問
の
数
々
。哲
学
者
た
ち
の
答

え
を
読
み
な
が
ら
、
少
し
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

「子どもの難問」
野矢茂樹・編著
中央公論新社

　下三ケ尾の普門寺には、「 絹  本 
けん ぽん
 著 
ちゃく
 色 
しょく

 釈  迦 
しゃ か
 涅 
ね
 槃  図 」が所蔵されています。
はん ず

　涅槃図は、釈迦が入滅した様子を表
したもので、お寺に必ず 具 えられ、民

そな

衆の生活に溶け込んだ存在として、最
も多く残されている仏教絵画です。

　普門寺の絹本著色釈迦涅槃図は縦が
134.５センチ、横が81.4センチの大きさ
の絹地の掛軸で、釈迦と取り巻く人々、
動物などがにぎやかに描かれています。
　表具の裏面に天文６（1537）年に描か
れたことを示す紙片が残されており、
作者が判明し貴重である点や資料的価
値の高さから昭和57（1982）年には千葉
県有形文化財に指定されました。
〈アクセス〉まめバス南ルート「聖華保育園
入口」下車徒歩約３分

今年も２今年も２月月１１１１日の９時か日の９時からら１６１６時まで公時まで公開開

室町時代後期の釈迦涅槃図

絹本著色釈迦涅槃図

「ふゆやさいのふゆやすみ」
林木林・作
柿田ゆかり・絵
ひかりのくに
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節
」
や
「
あ
な
た
の
と
り
こ
」
な
ど
。

当
日
会
場
へ
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
展
示
な
ど

　
①
 地
  井
  紅
  雲
 版
画
展
…
２
月
　
日

ち
 
い
 
こ
う
 う
ん

15

上
～
５
月
６
日
鍾
９
時
～
　
時
　

16

30

分
。野
田
・
関
宿
の
景
色
を
と
お
し
て

日
本
の
原
風
景
を
展
示
。一
般
　
円
。

200

②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
…
３
月
　
日
醤

16

　
時
　
分
～
　
時
　
分
。中
村
正
己

13

30

15

30

氏（
同
館
展
示
協
力
員
）に
よ
る「
関

宿
藩
士
奥
原
三
太
夫
・
別
系
 広
  備
 の

ひ
ろ
 と
も

系
譜
を
探
る
」。先
着
　
人
。　
円
。申

30

200

込
み
は
２
月
　
日
醤
９
時
か
ら
電
話

16

で
同
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

◆
野
田
市
建
築
業
組
合
チ
ャ
リ
テ
ィ

包
丁
研
ぎ
　
２
月
　
日
上
　
時
～
　

15

11

16

時
文
化
会
館
前
で（
受
付
は
　
時
～
　

10

13

－

 内
 ☎
　
 
４
３
５
９
 
５
９
０
４
へ

う
ち

0８0

◆
消
防
自
動
車
見
学
　
２
月
　
日
木

27

　
時
　
分
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集

10

15

合
。　
時
　
分
解
散
。
雨
天
中
止
。

11

30

２
歳
児
以
上
の
子
と
親
。先
着
　
組
。

20

申
込
み
は
２
月
５
日
鐘
か
ら
地
域
子

－

－

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
　

①
お
し
ゃ
べ
り
会
…
３
月
５
日
水
　10

時
　
分
～
　
時
　
分
。
②
育
児
の
日

30

11

30

…
３
月
　
日
水
　
時
～
　
時
　
分
。

12

10

11

30

③
お
弁
当
を
食
べ
よ
う
！
…
３
月
　20

日
障
　
時
～
　
時
。
④
育
児
相
談
日

10

13

…
３
月
　
日
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　

25

10

30

11

30

分
。い
ず
れ
も
　
円
。①
③
④
は
０
歳

50

～
３
歳
の
子
と
親
。
申
込
み
は
①
②

は
当
日
会
場
受
付
、③
④
は
先
着
５
組

で
２
月
５
日
水
か
ら
電
話
で
 
ゆ
う

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
の
だ
ス
ポ
レ
ク
卓
球
ス
ク
ー
ル
＆

交
流
大
会
　
３
月
８
日
上
９
時
～
　17

時
総
合
公
園
体
育
館
で
。
国
体
出
場

選
手
に
よ
る
指
導
と
交
流
試
合
。
先

着
　
人
。　
円
（
ス
ク
ー
ル
の
み
は

100

500

－

　
円
）。
ラ
ケ
ッ
ト
、
上
履
き
持
参
。

300申
込
み
は
２
月
５
日
鐘
～
　
日
鍾
必

25

着
で
、
は
が
き
（
住
所
、
氏
名
、
☎
、

初
心
者
・
初
級
・
中
級
の
い
ず
れ
か

を
選
択
、
ス
ク
ー
ル
の
み
か
両
方
参

加
か
を
明
記
）
で
〒
　
 
０
０
２
２

278

山
崎
１
９
８
５
 
　
古
谷
☎
　
 
１

15

090

２
５
０
 
４
６
７
６
へ

相
　
談

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
　
２
月

　
日
火
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議

18所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。高
齢
期
の
人

生
設
計・遺
言・相
続・成
年
後
見
な
ど
。

先
着
３
人
。申
込
み
は
２
月
５
日
鐘
か

ら
前
日
ま
で
に
 
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と
☎
７
１
６
９
 
４
１
６
５
へ

－

－

－

－

－

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…「
わ
ん
ぱ
く
登
場
」や
「
わ
が
家

の
天
使
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
へ

時
。
申
込
状
況
で
時
間
の
繰
り
上
げ

あ
り
）。１
本
　
円（
１
人
２
本
ま
で
）。

300

包
丁
は
袋
に
入
れ
持
参
。雨
天
中
止
。

収
益
は
社
会
福
祉
事
業
へ
。
問
染
谷

☎
　
 
８
６
４
８
 
４
５
２
４

090
◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
も
っ
た
い
な

い
市
」　
２
月
　
日
上
　
時
～
正
午

22

10

 
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ

く
で
。
出
展
者
を
募
集
。　
円
。
希

500

望
者
は
２
月
５
日
鐘
か
ら
前
日
ま
で

に
フ
ァ
ク
ス
で
ゆ
っ
く
っ
く
☎
・
思

７
１
２
９
 
８
０
８
９
へ

◆
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行
　
２
月
　23

－

－

－

競

飯田 陽 
ひな

 大 くん
た

（H２３.９.８生） 
　

日
醤
　
時
～
正
午
、　
時
～
　
時
関

10

13

15

宿
滑
空
場
で
。市
内
の
小
中
学
生
。５

人（
抽
選
）。当
日
申
込
枠
５
人
あ
り
。

申
込
み
は
２
月
　
日
障
ま
で
に
 上
  谷
 

か
み
 
や

13

育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
７

１
２
１
 
３

０
３
１
へ －

◆
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
工
場
見
学
＆
チ

ー
ズ
の
お
話
　
２
月
　
日
鞘
　
時
～

28

10

正
午
と
　
時
　
分
～
　
時
　
分
雪
印

13

30

15

30

メ
グ
ミ
ル
ク
野
田
工
場
で
。　
歳
以

18

上
。
各
先
着
　
人
。
申
込
み
は
２
月

40

７
日
鞘
～
　
日
鉦
に
同
工
場
☎
７
１

24

２
２
 
２
２
４
６
へ

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
１
月
１
日
号
の
正
解
は「
し
ょ
う
ぎ
ぶ
ん
か
の
き
ょ
て
ん
の
だ
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
当
選
者
は

６０

石
川
由
紀
子
様
、岩
井
康
晃
様
、高
橋
友
子
様
、高
橋
マ
サ
様
、塚
越
隆
子
様
、根
本
均
様
、原
茂
一
様
、三
浦
清
様
、山
路
純
一
様
、山
田
弘
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

ミニ消防車ミニ消防車にに乗乗車車もも

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
　
ペ
１６

ー
ジ
に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題
＝

秘
書
広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
一
家
の
長
。
一

国
一
城
の

―
。
②
コ
ウ
ノ
ト
リ
２

世
の

―
が
決
定（
３
面
参
照
）。③
会

や
団
体
な
ど
の
世
話
を
す
る
人
。
同

窓
会
の

―
。
⑤
海
苔
で
さ
し
み
や

卵
焼
き
な
ど
を
く
る
ん
だ

―
ず
し
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
言
い
回
し
。
言
葉

の

―
。②
手
に

―
を
握
る
。

―

を
か
く
。
③
殻
を
持
つ
軟
体
動
物
。
ハ

マ
グ
リ
や
サ
ザ
エ
。
④
市
営
―
―
等
駐

車
場
の
定
期
使
用
の
事
前
受
付
は
２
月

８
日
か
ら（
　
面
参
照
）。
⑥
キ
キ
が
主

１０

人
公
の
児
童
書
「
―
―
の
宅
急
便
」
は

ア
ニ
メ
映
画
に
も
。⑦
粘
土
を
焼
い
て
作

る
素
焼
き
の
入
れ
物
。縄
文
―
―
。⑧
―
―

も
咲
き
始
め
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

【
応
募
方
法
】は
が
き
に
２
月
　
日
木
必

１３

着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ
ナ

で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見

を
明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役

２７８

所
秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係

ま
で
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
３
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は
氏
名

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

勝田 愛  萌 ちゃん ・ 勝田
まな み

 麻  結 ちゃん
ま ゆ

（H２３.８.８生・左）   （H１５.９.２４生・右）　
　



市の鳥市の花

ひばりつつじ

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科・小児科＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき
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※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

市報のだ　第１１５７号　平成２６年２月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

人口と世帯（２６.１.１現在）●人口＝１５６,４２３人（－７２）　男＝７８,５８５人（－５８）　女＝７７,８３８人（－１４）●世帯数＝６３,８４６世帯（＋２０）　●市の面積＝１０３.５４㎢

市
指
定
史
跡

 　
　
関
宿
城
跡

（２９）

■関宿城跡案内図 　
関
宿
城
跡
は
、
市
の
最
北
端

に
位
置
す
る
千
葉
県
立
関
宿
城

博
物
館
か
ら
　
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

400

南
の
江
戸
川
の
堤
防
際
に
あ
り

ま
す
。

　
関
宿
城
の
起
源
は
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、室
町
時
代

に
享
徳
の
乱
で
鎌
倉
を
追
わ
れ

た
鎌
倉
公
方
の
足
利
 成
  氏
 が
、

し
げ
 う
じ

下
総
国
古
河（
現
茨
城
県
古
河

市
）に
御
所
を
移
し
て
北
関
東
を

掌
握
す
る
よ
う
に
な
り
、
周
辺

の
城
に
は
家
臣
を
配
し
、
古
河

の
守
護
と
前
衛
に
当
た
ら
せ
ま

し
た
。こ
の
こ
ろ
に
有
力
家
臣
で

あ
っ
た
 簗
  田
  成
  助
 が
関
宿
に
築

や
な
 
だ
 
し
げ
 す
け

城
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
合
戦
場
で
あ
っ
た
当
時
の
北

関
東
で
、
湿
地
や
川
な
ど
の
水

に
守
ら
れ
た
関
宿
城
は
、
重
要

な
軍
事
拠
点
で
し
た
。

　
三
度
の
合
戦
の
末
に
後
北
条

氏
に
城
を
明
け
渡
し
た
の
ち
、徳

川
家
康
の
江
戸
開
幕
に
よ
っ
て
、

関
宿
は
譜
代
藩
と
な
り
、城
に
は

家
康
の
異
父
弟
の
松
平
 康
  元
 が

や
す
 も
と

　
城
下
に
は
、
江
戸
川
を
挟
ん

で
埼
玉
県
幸
手
市
側
に
、
関
所

や
川
を
行
き
来
す
る
船
の
管
理

を
行
う
札
場
や
河
岸
な
ど
が
あ

り
、
茨
城
県
境
町
側
に
は
宿
場

や
河
岸
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
明
治
８（
１
８
７
５
）年
ご
ろ

に
関
宿
城
は
破
却
さ
れ
、そ
の
後

の
江
戸
川
改
修
工
事
で
本
丸
、二

の
丸
の
大
部
分
と
大
手
門
を
含

む
場
内
西
側
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
　（
１
９
８
６
）年
か
ら
３

61

年
間
、博
物
館
建
設
に
先
立
ち
、

城
の
規
模
や
遺
構
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、本
丸
の
石
垣
や
砲
弾
な
ど

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、古
墳
に
並
べ
ら
れ

る
下
総
型
の
円
筒
埴
輪
が
ほ
ぼ

完
全
な
形
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

本丸跡の２,２４０平方メートルが史跡に

入
り
ま
し
た
。
関
東
周
辺
の
河

川
流
路
が
整
備
さ
れ
、
関
宿
に

船
番
所
が
置
か
れ
る
と
、
水
上

交
通
の
要
所
と
し
て
も
重
要
と

さ
れ
、
関
宿
城
の
歴
代
藩
主
か

ら
老
中
や
京
都
譜
代
な
ど
を
数

多
く
輩
出
し
た
た
め
に
出
世
城

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
古
絵
図
や
地
籍
図
か
ら
み
た

関
宿
城
は
、
本
丸
、
二
の
丸
、

三
の
丸
、 発
  端
  曲
  輪
 か
ら
成
る

は
っ
 た
ん
 く
る
 
わ

主
郭
部
と
、
家
臣
が
住
む
武
家

町
が
あ
っ
た
外
郭
を
、
湿
地

や
堀
、
土
塁
で
囲
む
構
造
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
丸
の
西
の
土
塁
上
に
は
、

県
で
佐
倉
城（
佐
倉
市
）と
関

宿
城
の
み
と
い
う
天
守
に
見

立
て
た
御
三
階
 櫓
 が
作
ら
れ
、

や
ぐ
ら

藩
庁
が
置
か
れ
ま
し
た
。

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

アイレディ－スクリニック（☎７１３７－７６６１）小澤医院（☎７１２２－３９８０）西村クリニック（☎７１２３－００５０）２日（日）

キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）９日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）石井医院（☎７１２２－２４３４）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）１１日（火）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１６日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）野田病院（☎７１２７－３２００）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２３日（日）

▼
暮
れ
の
大
掃
除
で
、
我
が

家
も
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
出

ま
し
た
。
中
に
は
、
買
っ
た

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
な

か
っ
た
文
具
や
小
物
も
▼
ご

み
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

無
駄
な
買
い
物
を
な
く
す
こ

と
も
大
切
と
反
省
し
ま
し
た

▼
今
号
で
は
、
平
成
　
年
度

33

ま
で
に
３
割
の
ご
み
削
減
に

向
け
、
指
定
ご
み
袋
無
料
配

布
枚
数
の
見
直
し
な
ど
、
野

田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
の
答
申
内
容
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
（
１
面
参
照
）

▼
無
駄
を
な
く
せ
ば
、
家
計

の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
今

年
は
、
ご
み
減
量
と
あ
わ
せ

て
、
一
挙
両
得
を
狙
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
　
　（
あ
）


